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中国では,古くは｢ 天円地方説｣と
て ん え ん ち ほ う せ つ

いう、正方形の大地の上を丸い(お

そらく半球形の)天が覆っている、

という考え方が普通であったが、漢

の時代(ほぼ紀元前2世紀から紀元後

2世紀まで)には、天円地方説を受け

継ぐ「蓋天説」(図1参照)のほかに、
がいてんせつ

天は球形であるとする「渾天説」
こんてんせつ

(図2参照)と、宇宙は無限であると

する「宣夜説」(残念ながらあまり
せ ん や せ つ

発展せず衰退してしまった)という

三種の宇宙論が並立した1)。

蓋天説は、前漢時代頃には主流で

あったと思われ、図1のように天地

が上下に分かれ、それぞれ平らで平

行であると考えるものである。太陽

は、季節によって半径が変化する同

心円上を毎日回転している。（なお、

天地の中央部がそれぞれ盛り上がっ

ているとする「第二次蓋天説」とい

うのもあるが、ここでは省略す

る。）この蓋天説の内容については、

『周髀算経』(成立年代不詳)に述べ
しゅうひさんけい

られている2)。

『周髀算経』では、夏至の日の正

午に、高さ8尺の髀（ノーモン、水
ひ

平な地面に垂直に立てた棒、図3(b)

のHGやLK）の影の長さは1尺6寸（＝

1.6尺）であったが、そこから南へ

千里のところでは影は1尺5寸であり、

北へ千里のところでは影は1尺7寸で

あった、という観測結果から、南方

に千里を行くごとに影が1寸ずつ短

くなり、ついに南へ1万6千里を行っ

たところ(T)で影がなくなり、その

真上に太陽(S)があるとしている（1

里は1800尺）。そして、そこ(T)から

北へ1万6千里のところで、8尺の髀

の影が1尺6寸であることから、相似

三角形の比例関係(例えば△STMと△

KLM)によって、太陽の高さ(TS)は8

万里であるとした。これは、図3(b)

のように大地が平らであるなら、幾

何学的には成り立つ。

なお、中国では度量衡は時代によ

る変遷があるが、普通は漢の時代に

は1里は400mあまりとされている。

しかし、実際には千里(400kmあま

り)を南北に移動すると、影の長さ

の変化はもっと大きくなるので、上

記のデータは現実には合わない。上

記のデータで想定されている度量衡

が違うものだったのかどうかはわか

らないが、以下では定性的な議論に

止めたい。さて、南北に離れて同時

に影を測定したら長さが違うのは、

本当は図3(a)のように地球が丸いか

らであって、古代ギリシャのエラト

ステネース（紀元前3世紀後半頃）

は、このことから地球の大きさを推

定したのであった。しかし、大地が

平面であるという前提に立てば、図

3(b)のようになるわけである。ここ

で、もし数値が正確であったら、図

3(b)の天の高さはどの程度になるは

ずかを考えてみるのも興味深い。



図3で、(a)のEBと(b)のLHは、同位

置であるとする。そうすると、(a)

で∠ETBはEとBの緯度差に等しいが、

これはEとBでの太陽の天頂距離の差

(∠BAC－∠EDF)に等しい。同様に、

(b)でも∠MSJ＝∠HGJ－∠LKMである。

つまり、(a)の∠ETBと(b)の∠MSJは

等しいのである。したがって、(a)

のEBと(b)のLHの距離は等しいから、

(b)での太陽までの距離(MSやJS)は、

地球の半径よりも(夏至の場合には

北回帰線付近以外では)斜めに見て

いる分だけ少し短めの値になり、こ

れよりも天の高さ(TS)はさらに少し

短めになるから、結局、蓋天説での

天の高さは地球の半径よりも少し短

めの値に相当する、ということにな

る。この話は、科学史そのものでは

ないが、科学史教育などでの余談と

して使えるであろう。蓋天説は、現

在から見ると間違っているが、観測

事実と数学によって宇宙の構造を解

明しようとしたのは、やはり貴重な

試みであったと言うべきである。

さて、図1のような蓋天説では、

昼夜が生ずる原因は、太陽の光が一

定範囲にしか届かないとして説明す

るのであるが、明らかに日出・日没

の実際の様子と相違するので、結局、

後漢ころからは図2のような渾天説

が主流となった。これは、天は球形

であるとするもので、現代天文学で

の天球の概念と同様に、経度・緯度

に相当する球面座標を設定すること

ができる。これが、後漢からの中国

天文学の発展に大きな役割を果たす

ことになる。渾天説についての最も

重要な文献は、後漢の張 衡（AD 78
ちょうこう

~139）の『渾天儀』である3)。
ご ん て ん ぎ

張衡の『渾天儀』には、天の一周

は365度と4分の1であること、天の

北極は地平線の真北から36度の高度

のところにあることなどが書かれて

いる（以下に述べるように、上記の

「度」は中国独特の「度」である）。

さて、張衡は、南陽(北緯33°.0)で



生まれ、長安(北緯34°.3)や洛陽

(北緯34°.7)などに行ったことがあ

り、特に当時の後漢の首都であった

洛陽で活躍したことが知られている。

さて、最初に注意しなければなら

ないのは、古代中国では太陽が天球

上を一日に一度動くとしていたので、

¼全周は約365 度であり、これを現

在の角度(全周は360°)に換算する

¼には、360÷365 をかけなければな

らない、ということである。そうす

ると、『渾天儀』での天の北極の高

度は、35°.5ということになる。天

の北極の高度が観測地の北緯に等し

いことは明らかであるから、張衡は

北緯35°.5のところのデータに基づ

いたのか、というと、話はそう簡単

にはいかない。原文では「度」の単

½位で書かれているのだから、± 度

くらいの誤差はあると見るべきであ

る。そうすると、北緯35~36°とい

うことになるが、これは洛陽などよ

り、やや北、ということになる。張

衡の出身地である南陽でのデータに

よるという可能性はほとんどないが、

それでは、当時の首都であった洛陽

よりもわざわざ北に旅行して観測し

たのか、というと、そうする必然性

がない。ここはやはり、洛陽あたり

の近辺での観測によったものである

が、観測誤差によって若干過大な数

値になった、と考えるのが妥当なの

ではないだろうか。

科学史において、数値をやみくも

に解釈すればよいとも限らない。場

合によっては、どのくらいの誤差が

あるかを検討するのも、難しいけれ

ども重要である。上記のような事例

によって、科学史教育において、誤

差の見積もりの重要性を認識するき

っかけになればと思う。実社会にお

いても、数値の精密度と誤差との関

係をどう考えるか、ということは重

要であろう。
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